
      

第
八
章 

施 

設 
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第
一
節 

教
育 

 
 ✜

黎
明
期
（
レ
イ
メ
イ
キ
） 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）「
学
制
」
が
公
布

さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
周
西
で
は
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
中
野
村
長
安
寺
の

一
隅
に
中
野
小
学
校
が
開
設
。
翌
七
年
一
月
、

人
見
村
薬
師
堂
に
人
見
校
が
開
校
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
同
年
五
月
、
坂
田
村
長
福
寺
の
一

隅
に
坂
田
小
を
設
置
。
坂
田
・
大
和
田
を
学 

 

            

              
区
に
定
め
て
い
る
。 

✜
周
西
尋
常
小
学
校
誕
生 

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
二
七
日
、

中
野
・
坂
田
の
両
尋
常
小
学
校
が
合
併
し
周

西
尋
常
小
学
校
が
誕
生
。
同
年
七
月
に
は
高

等
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
位
置
は
中
野
に

定
め
三
学
級
編
成
。
児
童
数
は
男
一
九
名
、

女
一
七
名
。
校
舎
が
出
来
る
の
は
ず
っ
と
あ

と
で
、
そ
れ
ま
で
は
中
野
・
坂
田
両
校
が
仮

教
場
と
な
っ
た
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
、

周
西
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
舎
建
設
が
起
工

し
た
が
強
風
で
全
潰
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

あ
り
、
翌
年
八
月
二
九
日
に
第
一
、
第
二
校

舎
が
竣
工
し
て
い
る
。 

✜
義
務
教
育
六
年
制
の
施
行 

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
義
務
教
育
六

年
制
が
施
行
さ
れ
た
。
明
治
四
五
年
（
一
九

一
二
）
八
月
の
児
童
数
は
四
〇
四
人
。
大
正

一
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
校
舎
が
全
潰

し
た
た
め
、
高
等
科
は
人
見
青
蓮
寺
に
、
尋

常
科
は
坂
田
長
福
寺
に
収
容
さ
れ
、
仮
校
舎

で
授
業
が
続
行
さ
れ
た
。 

倒
壊
し
た
校
舎
は
、
大
正
一
五
年
九
月
再

建
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
四
月
、
尋
常
科
八
学

級
に
、
翌
年
に
は
九
学
級
に
増
え
、
同
年
一

〇
月
の
児
童
数
は
五
〇
二
人
に
な
っ
て
い
る
。 

✜
周
西
国
民
学
校
と
改
称 

昭
和
一
六
年
に
改
正
さ
れ
た
学
校
令
に
よ

り
、
周
西
尋
常
小
学
校
は
周
西
国
民
学
校
と

改
称
さ
れ
た
。
昭
和
二
一
年
度
の
学
級
数
は

一
二
、
児
童
数
は
六
五
八
人
（
別
に
高
等
科

あ
り
）
、
学
級
担
任
は
一
二
人
だ
っ
た
。 

関東大震災仮校舎 長福寺での卒業記念写真 

（大正 13 年 3 月 守八郎氏蔵） 

関東大震災仮校舎 青蓮寺での卒業記念写真 

（大正 15 年 3 月 坂井英雄氏蔵） 
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✜
周
西
小
学
校
に
改
称 

昭
和
二
二
年
三
月
、
教
育
基
本
法
・
学
校

教
育
法
が
公
布
さ
れ
「
六
・
三
制
」
の
新
し

い
学
校
教
育
制
度
が
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
同
年
四
月
、
周
西
国
民
学
校
は
周
西
小
学

校
に
な
り
、
高
等
科
が
廃
止
さ
れ
君
津
中
学

校
が
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
五
年
に
は
第
四

校
舎
が
竣
工
し
学
級
数
一
七
、
児
童
数
は
七

六
九
人
、
学
級
担
任
一
七
人
だ
っ
た
。 

✜
八
幡
製
鐵
の
進
出 

昭
和
三
五
年
、
八
幡
製
鐵
（
現
新
日
鐵
住

金
）
の
君
津
地
区
進
出
が
決
定
。
四
三
年
に

は
第
一
高
炉
・
第
一
転
炉
・
コ
ー
ク
ス
・
厚

板
・
熱
延
・
分
塊
な
ど
各
工
場
、
設
備
が 

続
々
と
稼
働
し
君
津
製
鐵
所
銑
鋼
一
貫
体
制

が
確
立
し
た
。
工
場
建
設
、
操
業
要
員
を
確 

保
す
る
た
め
北
九
州
市
八
幡
製
鐵
所
か
ら
の

転
勤
者
受
け
入
れ
が
漸
次
始
ま
っ
た
。 

昭
和
四
三
年
～
平
成
二
六
年
の
周
西
地
区

人
口
動
態
（
別
表
参
照
）
を
見
る
と
、
操
業

が
本
格
化
し
た
四
三
年
一
一
月
に
は
世
帯
数

一
、
六
〇
二
戸
、
五
、
六
五
六
人
。
四
七
年

一
月
、
世
帯
数
四
、
五
四
〇
戸
、
一
四
、
七

九
七
人
で
約
二
・
八
倍
に
急
増
し
た
。 

✜
転
入
生
の
急
増 

大
和
田
地
区
に
八
幡
製
鐵
君
津
製
鐵
所
の

社
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
社
員
と
家
族
が
大
挙

移
住
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
、
マ
ス
コ
ミ
が 

「
民
族
の
大
移
動
」
と
報
じ
た
時
代
で
あ
る
。 

八
幡
製
鐵
の
君
津
進
出
が
決
定
し
た
昭
和

三
五
年
頃
の
周
西
小
学
校
児
童
数
は
六
七
三

人
。
三
九
年
度
が
五
一
一
人
、
四
一
年
度 

が
四
八
五
人
と
微
減
な
が
ら
さ
ほ
ど
変
わ
ら 

                

な
か
っ
た
（
別
表
参
照
）
。 

昭
和
四
二
年
度
頃
か
ら
児
童
数
の
増
大
が 

予
想
さ
れ
、
翌
四
三
年
度
か
ら
は
海
辺
の
地

域
で
あ
る
人
見
・
神
門
・
大
和
田
・
坂
田
各

地
区
を
周
西
小
学
校
か
ら
独
立
分
離
さ
せ
、

四
月
か
ら
大
和
田
小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
は
編
成
上
の
こ
と
で
、
同

周西尋常高等小学校記念写真 

（昭和 15 年 3 月 周西小学校蔵） 
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校
校
舎
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。 

✜
二
学
校
へ
の
振
り
分
け 

昭
和
四
三
年
四
月
初
め
の
児
童
数
は
、
両

校
あ
わ
せ
て
六
〇
八
人
だ
っ
た
。
二
ヵ
月
後

の
六
月
一
日
に
は
六
二
九
人
と
な
り
僅
か
な

が
ら
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。 

      

           

そ
の
後
、
九
月
ま
で
に
大
和
田
団
地
の
Ｂ

棟
と
Ａ
棟
の
一
部
の
建
物
が
出
来
る
と
転
入

児
童
が
激
増
し
、
同
年
度
末
に
は
一
、
〇
〇

〇
人
を
超
す
膨
大
な
数
と
な
り
、
翌
四
四
年

一
月
に
プ
レ
ハ
ブ
仮
教
室
を
六
棟
建
設
し
た
。

第
一
、
第
二
校
舎
を
周
西
小
学
校
児
童
が
、

第
三
、
第
四
校
舎
を
主
に
大
和
田
小
学
校
の

児
童
が
使
い
、
木
造
校
舎
に
入
れ
な
い
周
西

小
学
校
児
童
が
プ
レ
ハ
ブ
教
室
に
入
っ
た
。 

※
周
西
小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
教
室 

 

✜
大
和
田
小
学
校
設
立 

大
和
田
小
学
校
校
舎
が
完
成
す
る
直
前
の

同
年
一
〇
月
二
四
日
「
で
き
上
が
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
移
転
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
二
、
三
、

五
、
六
の
四
学
年
児
童
を
移
転
さ
せ
、
一
二

月
完
成
し
て
か
ら
残
る
一
、
四
年
生
が
移
転

し
て
よ
う
や
く
完
全
移
転
と
な
っ
た
。 

（
『
周
西
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
五
年
四
月
一
日
、
プ
レ
ハ
ブ
六
教

室
完
成
、
学
級
数
二
六
。 

昭
和
四
六
年
四
月
一
日
、
坂
田
小
学
校
を

分
離
、
併
置
。
学
級
数
二
六
。 

 

                   

✜
周
西
幼
稚
園
の
設
置 

昭
和
三
六
年
八
月
一
〇
日
、
君
津
漁
業
協

同
組
合
は
漁
業
権
を
譲
渡
し
柴
田
等
千
葉
県

知
事
と
妥
結
式
を
行
っ
た
。 

周西小学校敷地内の大和田小学校プレハブ校舎・配置図 

第 ４ 校 舎 

第 ２ 校 舎 

第 １ 校 舎 

プレハブ 

プレハブ 

第３校舎 

プレハブ 

・ ・ 

共
用 

大和田小 

大和田小 

大和田小 

周西小 

周西小 

大和田小学校（平成 24 年） 
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折
衝
の
過
程
で
、
町
に
一
ヵ
所
も
な
い
幼

稚
園
を
人
見
地
区
に
設
置
し
転
業
漁
民
の
児

童
を
優
先
的
に
教
育
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

要
望
が
組
合
側
か
ら
出
さ
れ
た
。 

財
政
的
に
厳
し
い
君
津
町
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
要
望
を
受
け
入
れ
た
町
は
、
県
下
で
も

少
な
い
公
立
幼
稚
園
の
建
設
を
人
見
八
七
七

番
地
に
決
め
た
。
そ
し
て
同
幼
稚
園
は
、
昭

和
四
一
年
四
月
一
五
日
に
開
園
し
た
。
当
時

の
園
児
数
は
、
四
歳
児
（
年
少
）
一
八
人
、 

  

        

   

五
歳
児
（
年
長
）
二
七
人
、
計
四
五
人
。
昭

和
四
七
年
度
は
、
四
歳
児
の
定
員
四
〇
名
、

五
歳
児
の
定
員
四
〇
名
、
計
八
〇
名
だ
っ
た
。 

八
幡
製
鐵
の
進
出
で
入
園
希
望
児
が
急
増

し
た
た
め
、
昭
和
四
七
年
か
ら
新
園
舎
（
人

見
一
‐
五
）
の
建
設
が
始
ま
り
昭
和
四
八
年 

         

   

 

四
月
一
日
に
移
転
し
た
。 

平
成
二
七
年
四
月
一
五
日
、
開
園
五
〇
周

年
を
迎
え
、
翌
年
二
月
二
〇
日
「
開
園
五
〇

周
年
を
お
祝
い
す
る
会
」
を
開
催
し
た
。 

 

             

✜
坂
田
小
学
校
設
立 

昭
和
四
六
年
四
月
一
日
、
新
日
鐵
君
津
製

鐵
所
の
規
模
拡
大
に
伴
う
転
入
児
童
の
増
大

に
よ
り
大
和
田
小
学
校
の
学
区
を
二
分
割
し
、

坂
田
・
大
和
田
社
宅
Ａ
、
Ｂ
、
Ｅ
棟
を
も
っ

て
君
津
町
立
坂
田
小
学
校
を
創
立
し
た
。 

児
童
数
六
三
〇
名
。
同
年
九
月
一
日
、
市

政
施
行
に
よ
り
君
津
市
立
坂
田
小
学
校
と
改

称
し
た
。 

市立周西幼稚園（平成 18 年） 

旧周西幼稚園 （人見 877 番地） 

人見８７７番地 
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✜
周
西
中
学
校
新
設 

旧
周
西
地
区
の
中
学
生
は
終
戦
か
ら
昭
和

四
三
年
三
月
ま
で
杢
師
に
あ
る
君
津
中
学
校

へ
通
学
し
て
い
た
。
八
幡
製
鐵
の
進
出
で
君

津
中
学
校
区
の
生
徒
が
増
加
し
収
容
不
可
能

に
な
っ
た
た
め
、
新
し
い
中
学
の
創
設
が
喫

緊
の
課
題
と
な
り
、
同
年
四
月
一
日
坂
田
丘

陵
の
一
角
に
「
君
津
町
立
周
西
中
学
校
」
新

設
を
決
定
し
た
。 

普
通
教
室
お
よ
び
管
理
棟
が
で
き
る
昭
和 

             

四
四
年
五
月
三
一
日
ま
で
は
君
津
中
学
校
の

特
別
教
室
な
ど
を
借
用
し
て
授
業
を
す
す
め

同
年
六
月
新
校
舎
に
移
っ
た
。
昭
和
四
二
年

の
君
津
中
学
校
生
徒
数
は
五
八
六
人
。
翌
四

三
年
、
周
西
地
域
の
中
学
進
学
児
童
数
は
七

三
〇
人
。
内
訳
は
君
津
中
学
校
四
二
四
人
、

周
西
中
学
校
三
〇
六
人
と
な
っ
て
い
る
。 

✜
君
津
高
等
学
校
新
設 

戦
前
、
君
津
周
辺
の
中
学
校
は
木
更
津
中

学
（
現
木
更
津
高
等
学
校
）
し
か
な
く
、
上 

             

級
学
校
へ
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
は
同
校
ま

で
通
学
し
て
い
た
。
八
幡
製
鐵
進
出
で
中
学

在
校
生
が
急
増
、
そ
れ
に
伴
う
高
校
進
学
希

望
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
高
等
学
校
誘

致
の
機
運
が
一
気
に
沸
き
立
っ
た
。
高
校
設

立
に
関
し
て
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
の
ち
昭
和

四
五
年
一
二
月
、
君
津
高
校
の
設
置
が
決
ま

っ
た
。
学
校
用
地
は
坂
田
丘
陵
の
一
角
に
六

六
、
一
一
五
㎡
が
確
保
さ
れ
校
舎
の
建
築
や

開
校
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。 

坂田小学校（平成 24 年） 

周西中学校（平成 24 年） 

君津高等学校（平成 23 年） 
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そ
し
て
、
昭
和
四
六
年
四
月
、
県
立
君
津

高
校
が
創
立
。
初
年
度
は
一
年
生
の
み
四
学

級
の
ク
ラ
ス
編
成
だ
っ
た
。 

※
資
料
出
典
（
『
君
津
市
史 

通
史
』
。『
坂
田

郷
土
誌
』
。
『
人
見
郷
土
誌
』
。
『
周
西
小
学
校

一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』
） 

 

第
二
節 

役
所 

 

✜
周
西
村
の
誕
生 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
、
町
村

制
の
施
行
に
よ
っ
て
坂
田
・
大
和
田
・
人
見
・

中
野
・
久
保
・
台
の
六
ヵ
村
が
合
併
し
て
周

西
村
と
な
っ
た
。
村
名
の
由
来
は
、
こ
の
村
々

が
周
淮
郡
に
属
し
秋
元
の
荘
周
西
郷
と
称
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。 

し
か
し
、
当
初
こ
の
合
併
は
、
用
水
等
で

伝
統
的
に
八
重
原
村
と
の
関
係
を
持
つ
久
保

村
が
八
重
原
村
へ
の
合
併
を
希
望
し
た
の
で

話
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
千
葉

県
知
事
に
裁
定
を
仰
い
だ
が
ま
と
ま
ら
ず
、

結
局
久
保
村
は
周
西
側
に
合
併
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
周
西
村
が
誕
生
し
た
。 

               
✜
字
「
宇
和
手
」
の
周
西
村
役
場 

合
併
後
、
直
ち
に
村
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
同
年
五
月
一
一
日
、
周
西
村
初
代
村
長
に

坂
田
地
区
の
坂
井
四
郎
治
が
選
出
さ
れ
た
。 

町
村
合
併
で
は
役
所
の
位
置
や
、
学
校
の 

位
置
と
い
っ
た
生
活
に
影
響
す
る
施
設
を
ど

こ
に
置
く
か
が
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。
こ
の

坂
田
に
な
ぜ
周
西
村
役
場
が
設
け
ら
れ
た
の

か
定
か
で
は
な
い
が
、
合
併
六
ヵ
村
の
中
央

で
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
村
々
の
妥
協
の
産

物
と
し
て
こ
こ
に
決
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。 

村
役
場
は
、
坂
田
八
五
八
番
地
（
宇
和
手
）

初
津
家
①
の
一
部
を
借
り
て
事
務
が
開
始
さ

れ
た
。
初
津
家
は
江
戸
時
代
、
坂
田
周
辺
一

帯
を
知
行
す
る
旗
本
小
笠
原
氏
の
後
胤
で
あ

る
こ
と
か
ら
村
役
場
所
在
地
と
し
て
選
ば
れ

た
の
だ
ろ
う
。 

✜
字
「
谷
」
の
新
周
西
村
役
場 

明
治
二
二
年
か
ら
続
い
た
、
字
宇
和
手
の

周
西
村
役
場
も
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
時
代

が
移
る
と
と
も
に
役
場
事
務
が
増
大
し
、
新

た
な
役
場
の
建
設
が
強
く
望
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
時
も
新
庁
舎
の
位
置
と
学
校

建
設
位
置
を
巡
っ
て
当
時
の
村
長
が
辞
任
紛

糾
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
昭
和
七
年
三
月
に
は
、
坂
田
七

三
七
番
地
（
谷
）
の
水
越
家
の
水
田
②
を
埋

め
立
て
て
新
庁
舎
を
建
設
し
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
新
役
場
庁
舎
は
村
長
室
を

個
室
と
し
た
立
派
な
も
の
で
、
近
隣
か
ら
の

視
察
が
訪
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と

① 

② 
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い
う
。 

✜
周
西
村
の
廃
止
と
君
津
町
誕
生 

戦
争
も
激
し
く
な
っ
た
昭
和
一
八
年
、
突

然
軍
の
海
軍
航
空
廠
の
工
場
が
八
重
原
村
と

周
西
村
の
両
村
に
跨
っ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
行
政
の
一
元
化
を
希
望
す
る
軍

の
指
導
も
あ
っ
て
二
ヵ
村
は
合
併
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
こ
に
君
津
町
が
誕
生
し
た
。
町

は
初
め
、
航
空
廠
の
水
道
部
事
務
所
を
仮
庁

舎
と
し
た
が
一
九
年
秋
、
久
保
三
一
八
番
地

に
新
庁
舎
用
地
を
定
め
周
西
村
役
場
庁
舎
を

移
築
し
て
町
役
場
庁
舎
と
し
た
。 

ま
た
、
八
重
原
役
場
庁
舎
を
そ
の
裏
に
移

築
し
農
協
本
部
事
務
室
と
し
た
こ
と
で
、
明

治
以
来
半
世
紀
に
亘
り
坂
田
に
置
か
れ
た
村

役
場
は
、
周
西
の
村
名
と
と
も
に
そ
の
終
わ

り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

✜
君
津
市
の
誕
生 

八
幡
製
鐵
株
式
会
社
の
進
出
が
決
定
し
た

昭
和
三
七
年
一
月
か
ら
工
場
建
設
地
の
海
岸

埋
め
立
て
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
四
三
年
に
は

第
一
高
炉
の
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
。 

君
津
町
（
第
二
次
）
の
人
口
増
加
は
昭
和

四
〇
年
来
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
町
の

区
域
拡
大
及
び
人
口
増
に
よ
り
税
収
（
主
と

し
て
償
却
資
産
税
）
の
増
加
を
は
か
り
、
財

政
の
強
化
、
市
街
地
整
備
、
諸
施
設
の
建
設

等
投
資
的
事
業
に
対
応
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、

合
併
し
た
町
村
と
共
に
栄
え
て
い
く
こ
と
を

念
頭
に
お
き
近
隣
市
町
村
へ
合
併
を
働
き
か

け
た
。 

君
津
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
は
君 

              

津
町
の
申
し
出
に
よ
り
合
併
推
進
協
議
会
を

設
け
協
議
を
行
っ
た
が
な
か
な
か
協
議
は
整

わ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
君
津
町
ほ
か
四

ヵ
町
村
が
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四

五
年
九
月
二
八
日
よ
う
や
く
第
三
次
君
津
町

が
誕
生
。
一
年
後
の
昭
和
四
六
年
九
月
一
日

市
制
を
施
行
し
君
津
市
が
誕
生
し
た
。 

✜
君
津
市
役
所
庁
舎
竣
工 

市
制
施
行
後
、
君
津
市
の
事
務
量
は
増
大

し
た
。
こ
の
た
め
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の 

能
率
に
支
障
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
新
市
庁 

            

君津町役場  左：旧中央公民館 （昭和 46 年頃） 

建設中の市役所庁舎（昭和５１年１月１日） 
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舎
の
建
設
を
必
要
と
し
た
。
新
庁
舎
は
市
の

人
口
二
〇
万
人
、
議
員
数
四
四
人
、
職
員
一

二
〇
〇
人
を
想
定
し
て
立
案
さ
れ
た
。 

              

昭
和
四
九
年
一
一
月
、
本
体
は
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
上
一
一
階
、
塔
屋

一
階
、
地
下
一
階
と
し
、
冷
暖
房
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
の
施
設
を
設
け
工
費
三
八
億
七
九

八
〇
万
円
の
設
計
が
完
成
。
昭
和
四
九
年
一

二
月
二
三
日
君
津
市
久
保
二
丁
目
一
三-

一

で
新
庁
舎
建
設
の
起
工
式
が
行
わ
れ
昭
和
五

一
年
七
月
完
成
の
運
び
と
な
っ
た
。
工
事
は

こ
の
本
体
工
事
の
ほ
か
外
構
工
事
・
電
波
障

害
対
策
・
電
話
工
事
・
電
動
書
庫
・
備
品
な

ど
を
含
め
総
事
業
費
は
四
二
億
四
八
五
六
万

円
。
同
年
八
月
六
日
引
き
渡
し
を
受
け
七
日
、

八
日
の
二
日
間
を
か
け
て
移
転
し
た
。 

 

第
三
節 

そ
の
他
施
設 

 

❒
漁
業
資
料
館 

昭
和
三
五
年
九
月
一
九
日
、
千
葉
県
知
事

柴
田
等
よ
り
京
葉
工
業
地
帯
造
成
の
た
め
漁

業
権
放
棄
の
交
渉
を
受
け
、
数
十
回
の
交
渉

を
経
て
昭
和
三
六
年
八
月
一
〇
日
妥
結
調
印

さ
れ
、
八
幡
製
鐵
株
式
会
社
（
現
新
日
鐵
住

金
）
の
君
津
地
区
進
出
が
正
式
決
定
し
新
鋭

製
鐵
所
建
設
に
向
け
た
海
の
埋
め
立
て
が
開

始
さ
れ
海
と
の
生
活
に
幕
を
下
ろ
し
た
。 

同
年
、
八
幡
製
鐵
の
進
出
で
中
止
さ
れ
て

い
た
人
見
神
社
の
神
輿
奉
納
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
、
君
津
町
西
部
青
年
会
が
結
成
さ
れ
昭

和
四
四
年
、
九
年
ぶ
り
に
お
神
輿
を
奉
納
し 

            

 た
。
そ
の
後
、
漁
業
用
具
が
焼
却
さ
れ
た
り
、

壊
さ
れ
た
り
し
て
い
く
こ
と
へ
の
問
題
意
識

が
高
ま
り
昭
和
四
九
年
、
漁
業
用
具
の
収

集
・
保
存
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
空
い
て
い
た
農
業
倉
庫
を
資
料
の
保

管
場
所
と
し
て
借
り
受
け
、
整
理
修
理
し
て

漁
業
資
料
庫
の
看
板
を
掲
げ
た
。 

収
集
の
趣
旨
を
自
治
会
回
覧
で
お
願
い
し
、

連
絡
が
あ
れ
ば
回
収
に
行
き
、
壊
れ
て
い
る

道
具
の
修
理
や
手
入
れ
を
し
て
分
類
・
保
管

君津市役所  市政施行 40 周年 （平成 23 年 6 月） 

近江屋甚兵衛翁史跡保存館 （ｓ40.7.17） 

永代供養料 寄贈一金壹拾萬圓也 

～八幡製鐵株式会社～ 
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し
た
資
料
は
、
昭
和
五
〇
年
九
月
に
は
一
六

〇
点
に
達
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
の
機
庫
が

空
い
て
い
た
の
で
こ
れ
も
借
り
受
け
「
神
門

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
委
員
会
」
の
援
助

を
受
け
て
手
作
り
資
料
館
を
開
館
し
た
。 

昭
和
五
六
年
、
坂
田
・
大
和
田
・
人
見
・

神
門
の
自
治
会
長
が
発
起
人
と
な
り
四
地
区

の
転
業
漁
民
を
主
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、 

三
二
八
名
の
会
員
が
集
ま
り
君
津
市
漁
業
資

料
保
存
会
が
発
足
し
た
。
漁
業
資
料
館
建
設 

         

    

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

と
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

昭
和
五
八
年
五
月
二
八
日
「
郷
土
資
料
館
」

の
早
期
建
設
の
た
め
の
署
名
を
集
め
同
年
六

月
四
日
、
君
津
市
と
君
津
市
議
会
に
請
願
。 

同
年
六
月
二
一
日
、
市
議
会
の
文
教
委
員

会
で
郷
土
資
料
館
の
早
期
建
設
の
請
願
が
採

択
さ
れ
る
。 

昭
和
六
〇
年
一
一
月
二
日
、
君
津
市
長
に

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
。
翌 

           

 

 

六
一
年
一
月
二
五
日
、（
仮
称
）
漁
業
資
料
館

建
設
準
備
委
員
会
が
発
足
。
同
年
七
月
四
日
、

新
漁
業
資
料
館
建
設
予
定
地
を
測
量
し
同
年

一
二
月
二
三
日
、
新
漁
業
資
料
館
建
設
予
定

地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
す
る
。 

昭
和
六
二
年
二
月
二
二
日
、
新
漁
業
資
料

館
建
設
に
つ
い
て
神
門
地
区
住
民
大
会
を
開

催
し
四
月
二
七
日
、
新
日
鐵
に
新
漁
業
資
料

館
建
設
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。 

同
年
九
月
九
日
、
新
漁
業
資
料
館
起
工
式

が
行
わ
れ
昭
和
六
三
年
五
月
二
三
日
、
君
津

市
漁
業
資
料
館
が
開
館
し
た
。 

（
『
人
見
浦
漁
業
史
』
石
井
澄
雄
著
） 

❒
人
見
公
会
堂 

戦
前
の
公
会
堂
は
人
見
神
社
大
鳥
居
石
段

前
道
路
の
東
側
①
に
あ
っ
た
。
当
時
は
八
〇

名
ほ
ど
の
地
区
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
楽
に

寄
り
合
い
が
で
き
た
。 

地
区
の
寄
り
合
い
の
ほ
か
、
出
征
兵
士
の

祈
願
祭
も
こ
こ
で
行
っ
た
。 

祝
出
征
と
書
か
れ
た
旗
を
立
て
、
タ
ス
キ

掛
け
で
壇
上
に
並
ん
だ
区
長
が
「
お
国
の
た

め
に
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
挨
拶
し
万
歳 

漁業資料庫 （昭和 62 年 1 月 19 日） 

昭和 63 年 3 月 24 日 
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で
送
ら
れ
た
が
、
陰
で
幼
子
を
抱
え
て
泣
い

た
お
ふ
く
ろ
さ
ん
た
ち
が
い
た
と
い
う
。 

ま
た
「
周
西
村
人
見
農
事
実
行
組
合
共
同

炊
事
場
」「
周
西
村
人
見
農
繁
期
託
児
所
」「
東

京
府
青
少
年
団
勤
労
奉
仕
隊
員
四
二
団
」「
木

更
津
女
学
校
・
淑
徳
女
学
校
勤
労
奉
仕
員
」

な
ど
の
活
動
に
利
用
さ
れ
た
。 

も
と
の
公
会
堂
は
大
正
一
四
年
頃
、
青
蓮 

        

               

寺
の
境
内
①
に
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
道
路
を

止
め
二
日
掛
っ
て
②
へ
移
動
し
た
。
老
朽
化

し
た
公
会
堂
は
、
昭
和
四
五
年
八
幡
製
鐵
の

進
出
で
埋
め
立
て
に
な
っ
た
補
償
金
で
新
築

さ
れ
人
見
青
年
館
③
に
名
称
変
更
し
た
。 

人
見
青
年
館
の
看
板
揮
毫
は
白
井
先
生
。

漁
業
権
放
棄
の
最
終
会
議
は
青
蓮
寺
本
堂
左

脇
の
部
屋
で
行
わ
れ
こ
こ
で
妥
結
し
た
。 

❒
神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
前
年
の
昭
和
一

六
年
九
月
、
神
門
地
区
で
石
油
の
試
掘
を
し

よ
う
と
し
た
人
が
い
た
。
青
堀
村
の
安
室
松

五
郎
と
い
う
人
だ
っ
た
。 

（
目
録
番
号 

三
四
三
‐
一
三
） 

八
〇 

石
油
掘
削
願
い
に
関
す
る
件 

こ
の
史
料
で
は
、
七
ヵ
所
の
候
補
地
を
あ

げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
外
野
耕
地
が
、
現

在
神
門
に
あ
る
君
津
市
神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
人
見
一
四
六
二
‐
四
二
）
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
が
、
試
掘
を
し
て
み
た
が
石
油
は
出
な
く

て
、
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
と
一
緒
に
天
然
ガ
ス
が

出
て
き
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ま
た
戦
後

出征大行進 石川徳治コレクション（昭和 17 年） 

人見青年館開館記念 （昭和 50 年頃） 

墓地 

人見神社鳥居 

旧漁業資料館 

近江屋 

甚兵衛墓 

 

駐車場 

③
人
見
青
年
館 

道
路 

入口 

②
公
会
堂 

①
公
会
堂 

②
公
会
堂 



172 
 

の
昭
和
二
七
年
、
青
堀
町
大
堀
漁
業
協
同
組

合
長
三
辻
時
次
郎
名
を
も
っ
て
東
京
通
産
局

長
宛
に
試
掘
願
い
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の

時
期
は
大
堀
漁
協
と
君
津
町
漁
協
の
入
会
地

海
苔
場
の
分
割
等
で
両
漁
協
の
関
係
に
複
雑

な
感
情
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
感
情
を
考
慮
し

て
君
津
町
は
試
掘
反
対
の
陳
情
を
し
た
。
結

局
こ
の
時
は
試
掘
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

（
『
漁
協
史
料
か
ら
見
た
人
見
浦
』 

太
平
洋

戦
争
史 

石
井
澄
雄
著
） 

昭
和
五
八
年
四
月
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
り
「
神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が

開
館
し
た
。
施
設
概
要
は
大
小
会
議
室
・
和

室
二
室
（
一
〇
畳×

二
）・
調
理
実
習
室
・
浴

室
・
読
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。 

施
設
の
風
呂
は
、
地
下
か
ら
湧
き
だ
す
鉱

泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー
塩
化
物
泉
弱
ア
ル
カ
リ

性
高
張
性
低
温
泉
）
を
利
用
し
た
。 

平
成
二
一
年
ま
で
鉱
泉
と
一
緒
に
出
る
天

然
ガ
ス
と
重
油
を
熱
源
に
ボ
イ
ラ
ー
二
台
運

転
で
沸
か
し
て
い
た
が
、
平
成
二
三
年
三
月

一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
天
然
ガ

ス
量
が
低
下
。
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
市
予
算
を
圧
迫
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二

四
年
に
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー
（
二
台
）
専
焼
運

転
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。 

平
成
二
八
年
三
月
に
は
指
定
管
理
者
の
契

約
期
限
が
切
れ
る
。
現
有
ボ
イ
ラ
ー
設
備
の

老
朽
化
な
ど
も
あ
り
、
今
後
の
施
設
運
営
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

❒
君
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

「
公
益
財
団
法
人
体
力
つ
く
り
指
導
協

会
」
は
、
君
津
市
の
健
康
体
力
つ
く
り
振
興

計
画
の
一
環
と
し
て
運
動
施
設
設
置
に
つ
い

て
要
請
が
あ
り
、（
財
）
日
本
宝
く
じ
協
会
か

ら
建
築
資
金
の
助
成
を
受
け
て
平
成
五
年
二

月
二
日
、
君
津
市
西
君
津
一
一-

一
に
「
君
津

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
）
」
を
開
業
。
な
お
、
本
施
設
に
は

平
成
六
年
四
月
一
日
開
業
し
た
「
君
津
市
勤

労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ
て

い
る
。 

事
業
は
、
高
齢
者
体
力
つ
く
り
支
援
士
の

審
査
・
認
定
。
健
康
体
力
つ
く
り
に
関
す
る

体
力
測
定
の
実
践
と
検
証
。
健
康
体
力
つ
く

り
活
動
拠
点
の
提
供
と
支
援
。
健
康
体
力
つ

く
り
の
啓
発
、
広
報
。
健
康
体
力
つ
く
り
の

講
習
な
ど
の
実
施
。 

主
な
施
設
と
し
て
は
二
五
ｍ
室
内
温
水
プ

ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
シ
ウ
ム
人
工
温
水
・
テ

ニ
ス
場
（
四
面
）・
貸
会
議
室
な
ど
が
あ
る
。 

平
成
一
九
年
四
月
か
ら
、
君
津
市
勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
君
津
市
の
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。 
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❒
周
西
公
民
館 

公
民
館
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
公
民
館

が
全
国
的
に
広
く
存
在
し
始
め
た
の
は
、
昭

和
二
一
年
七
月
五
日
の
「
文
部
事
務
次
官
通

知
」
以
降
と
さ
れ
る
。
当
初
、
施
設
は
な
く

「
青
空
公
民
館
」「
か
ん
ば
ん
公
民
館
」
と
呼

ば
れ
機
能
だ
け
の
公
民
館
だ
っ
た
が
、
昭
和

二
四
年
制
定
さ
れ
た
社
会
教
育
法
に
よ
り
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
公
民
館
条
項
が
設

け
ら
れ
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

君
津
市
の
公
民
館
は
、
昭
和
二
九
年
三
月

三
一
日
、
君
津
町
と
周
南
村
・
貞
元
村
の
一 

           

町
二
村
が
合
併
し
て
第
二
次
君
津
町
が
誕
生

し
た
の
を
機
会
に
町
役
場
と
議
場
に
お
か
れ
、 

学
校
施
設
な
ど
の
一
部
を
「
地
区
公
民
館
」

と
す
る
活
動
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
受
け
て
周

西
地
区
は
旧
周
西
小
学
校
の
裁
縫
室
が
当
て

ら
れ
最
初
の
周
西
地
区
公
民
館
に
な
っ
た
。 

昭
和
三
九
年
九
月
二
六
日
、
公
民
館
に
関

す
る
条
例
が
整
備
さ
れ
君
津
中
央
公
民
館

（
現
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
が
誕
生

し
「
分
館
」「
支
館
」
を
置
く
組
織
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
周
西
分
館
・
八
重
原
分
館
・
周

南
分
館
・
貞
元
分
館
が
配
置
さ
れ
地
区
毎
に

特
色
の
あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

昭
和
四
九
年
、
君
津
市
立
周
西
小
学
校
が

君
津
市
中
野
三
‐
一
四
‐
一
に
新
校
舎
が
完

成
し
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
昭
和
五
一
年
、

廃
校
に
な
っ
た
図
書
室
を
改
築
し
周
西
分
館

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

周
西
分
館
は
部
分
的
に
改
装
さ
れ
た
が
、
公

民
館
利
用
者
の
急
増
（
新
日
鐵
社
員
の
転
入
）

や
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
君

津
市
君
津
中
央
公
民
館
（
以
下
、
君
津
中
央

公
民
館
）
運
営
審
議
会
は
新
し
い
周
西
分
館

の
建
設
を
建
議
し
昭
和
五
三
年
三
月
二
三
日
、

市
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

昭
和
五
四
年
度
か
ら
中
央
公
民
館
新
周
西

分
館
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、
翌
年
三
月
三
〇

日
完
成
竣
工
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
規
模
は
、

小
会
議
室
・
大
会
議
室
・
厨
房
・
そ
の
他
。

総
床
面
積
五
六
、
六
一
坪
の
周
西
分
館
が
四

月
一
日
開
館
し
た
。 

 
 

            

昭
和
五
五
年
度
の
利
用
状
況
は
、
対
象
人

口
二
〇
、
八
六
六
人
に
対
し
て
利
用
回
数
二

旧周西小学校 

周西分館完成図 
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〇
二
回
（
延
三
、
九
三
三
人
）
、
利
用
サ
ー
ク

ル
・
団
体
数
は
八
団
体
だ
っ
た
が
、
利
用
者

数
は
年
々
増
加
し
、
昭
和
六
三
年
に
は
二
〇

を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
分
館
の
部
屋
数

が
少
な
く
備
品
も
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

や
む
な
く
活
動
を
断
念
し
た
り
、
自
主
規
制

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
施
設
利
用
状
況
は

飽
和
状
態
に
な
り
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
よ
り
地
区
公
民
館
待
望
論
が
き
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

 

昭
和
五
七
年
、
君
津
中
央
公
民
館
利
用
者

連
絡
協
議
会
（
以
下
、
利
用
連
）
は
「
君
津

中
央
公
民
館
の
施
設
整
備
拡
充
と
三
つ
の
分

館
（
八
重
原
・
周
西
・
貞
元
）
を
職
員
の
配

置
さ
れ
た
地
区
公
民
館
と
し
て
発
展
さ
せ

る
」
こ
と
を
求
め
る
内
容
の
署
名
活
動
を
行

い
四
、
一
〇
一
名
の
署
名
を
も
っ
て
市
議
会
、

市
長
宛
に
請
願
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
年
九
月
定
例
会
で
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、

平
成
九
年
四
月
一
日
、
市
内
七
番
目
の
公
民

館
と
し
て
八
重
原
公
民
館
が
開
館
し
た
。 

 

平
成
一
〇
年
、
利
用
連
よ
り
「
中
央
公
民

館
の
二
分
館
（
周
西
・
貞
元
）
を
職
員
の
配

置
さ
れ
た
地
区
分
館
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情
書
」
を
提
出
し
た
。 

平
成
一
二
年
一
一
～
一
二
月
に
か
け
て
周

西
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
が
周
西
公
民
館

建
設
に
関
す
る
陳
情
に
向
け
て
の
署
名
活
動

を
実
施
し
た
結
果
、
お
よ
そ
五
、
〇
〇
〇
名

の
協
力
が
得
ら
れ
平
成
一
三
年
二
月
一
六
日
、

周
西
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
と
利
用
連
と

の
協
同
で
署
名
を
添
え
「
君
津
市
君
津
中
央

公
民
館
周
西
分
館
を
周
西
公
民
館
と
し
て
発

展
さ
せ
、
新
た
な
場
所
に
建
設
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書
」
を
市
議
会
、
市
長
宛
に
提

出
。
三
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。 

平
成
一
七
年
、
三
月
議
会
の
市
政
方
針
に 

「
（
仮
称
）
周
西
公
民
館
の
建
設
工
事
に
着
手

す
る
」
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
周
西
公
民
館

を
利
便
性
の
良
い
地
区
公
民
館
へ
と
願
う
地

区
住
民
の
声
が
昭
和
二
九
年
、
旧
周
西
小
学

校
裁
縫
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
涯
学
習
活

動
を
半
世
紀
の
歳
月
を
か
け
「
地
区
文
化
の

活
動
拠
点
」
と
し
て
見
事
に
結
実
さ
せ
、
平

成
一
八
年
五
月
一
四
日
「
君
津
市
君
津
周
西

公
民
館
」
が
開
館
し
た
。 

                       

君津市周西公民館開館 

（平成 18 年 7 月撮影） 

（仮称）周西公民館建設風景 

ボーリング始まる 
平成 16 年 2 月 17 日 

基礎杭打ち 
平成 17 年 7 月 30 日 

測量始まる 
平成 17 年 7 月 13 日 

土木工事 
平成 17 年 8 月 24 日 



 


